
令和 4年 3 月吉日 

 

第 28 回京都肝胆膵外科セミナー 
 

謹啓 

 早春の候、先生方におかれましては益々ご健勝にお過ごしのことと存じます． 

 さて，『第 28 回京都肝胆膵外科セミナー』の開催について改めてご案内申し上げます． 

 

 今回の主題は「結腸直腸癌肝転移；What Would You Do？」とさせていただきました． 

近年、結腸直腸癌肝転移症例の予後は multidisciplinary approach により著明に改善しています。実

際の臨床の現場では、多発症例・同時性肝転移症例・短期間での急速増大症例など、治療方針に頭

を悩まされた症例を経験されているのではないでしょうか？  

 

① 治療方針に悩んだ症例 

多発症例は Upfront surgery？それとも化学療法先行？はたまた Wait and See? 

同時性肝転移症例は Primary first？はたまた Liver first？いやいや、Simultaneous resection? 

 

② 術式に悩んだ症例 

Parenchymal sparing hepatectomy？系統的切除？ 

 

など、結腸直腸癌肝転移診療において実際に悩まれた症例を「あなたならどうする？(What Would 

you do？)」といった形式でご発表いただきたいと思います。 

 

 また今回はミニレクチャーとして「大腸癌肝転移に対する集学的治療ー外科医の立場からー」と

いうテーマで大学院卒業後日本赤十字社和歌山医療センターに勤務されている平成 19 年卒の川添

准矢先生にご講演をお願いします。 

 

  ご多忙中のところ誠に恐縮ではございますが万障お繰り合わせの上，第 28 回京都肝胆膵外科

セミナーにご参加いただきますよう宜しくお願い申し上げます． 

謹白 

 

【開催スケジュール】 

➢ 日時：令和 4年 3 月 26日（土）14：00～18：00 

➢ 会場：メルパルク京都  5階(Zoom による配信あり) 

➢ 参加URL：https://us02web.zoom.us/j/81956161738?pwd=bkRmdGt2b0MvdkFFZUErTTRXWTIwdz09 

➢ ID：819 5616 1738 

➢ PASS：176030 

 

 

 

 

事務局       京都大学肝胆膵・移植外科   増井 俊彦   

京都大学肝胆膵・移植外科   石井 隆道 

                                      京都大学肝胆膵・移植外科 内田 洋一朗 

      京都医療センター   成田 匡大 

https://us02web.zoom.us/j/81956161738?pwd=bkRmdGt2b0MvdkFFZUErTTRXWTIwdz09


第 28 回京都肝胆膵外科セミナープログラム 

14：00～14：05 開会の辞 

京都医療センター 成田 匡大 

14：05～14：20 スポンサードレクチャー 

共催：メディコン 

14：20～14：40 施設共同臨床試験の進捗状況 ※各報告：3 分 

京都医療センター 成田 匡大 

① BRAF V600E 変異陽性切除不能大腸癌肝転移に対する conversion 療法に関する多施設共同前向き観察研究 

兵庫医科大学病院 奥野将之 

② 膵癌切除症例に対する術後補助化学療法としての S-1 療法の投与期間と予後 ：多施設共同後ろ向きコホート研究 

京都大学肝胆膵・移植外科 余語覚匡 

③ GSATT 試験（抗血栓薬（抗血小板薬・抗凝固薬）服用患者における消化器外科手術の安全性の検証 

：多施設共同前向き観察研究 小倉記念病院 藤川貴久 

④ SAMURAI-Liver study                                 医学研究所北野病院 河合隆之 

⑤ DAIMONJI-Study                                                                    京都医療センター 成田匡大 

⑥ 十二指腸乳頭部癌の多施設共同後方視的コホート研究                                    京都医療センター 成田匡大 

 

14：40～15：00 ミニレクチャー ※演題：発表 15 分/質疑応答 5 分 

『大腸癌肝転移に対する集学的治療～外科医の立場から～』 

日本赤十字社和歌山医療センター 川添 准矢 

～ 休憩 ～ 

シンポジウム：テーマ 「結腸直腸癌肝転移；WWYD?」 

15：05～16：30 第 1 部 ※演題：発表 12 分/質疑応答 5 分 

1). 「大腸癌・多発肝転移に対し、集学的アプローチにより R0 切除に至るも、早期再発を来した 1 例」 

京都医療センター 末永 尚浩 

2). 「肝 S7/8 領域に対する腹腔鏡下再肝切除の 1 例」 

大阪赤十字病院 山下 徳之 

3). 「化学療法後に肝切除術を施行した直腸癌肝転移の 1 例」 

島根県立中央病院 樽本 浩司 

4). 「単発同時性肝転移に対し系統的切除を行った結腸癌の 2 例」 

滋賀県立総合病院 佐藤 朝日 

5). 「治療方針に悩んだ症例の提示（北野病院）：S 状結腸癌同時性肝転移の 1 例」 

医学研究所北野病院 河合 隆之 

～ 休憩 ～ 

16：35～17：45 第 2 部 ※演題：発表 12 分/質疑応答 5 分 

6). 「大腸多発癌・多発肺転移・下大静脈浸潤を伴う両葉多発肝転移症例に対する治療経験」 

京都大学肝胆膵移植外科 奥村 晋也 

7). 「原発巣と肝転移巣それぞれに門脈系腫瘍栓を伴う S 状結腸癌に対して肝先行切除を行った一例」 

兵庫医科大学肝胆膵外科 奥野 将之 

8). 「大腸癌多発肝転移・大量肝切除例に対する治療方針」 

天理よろづ相談所病院 後藤 俊彦 

9). 「切除不能直腸癌に対する化学療法で cCR を得た多発肝転移において、 

原発巣切除後の再増大肝病変に対して肝切除を行った一例」 

西神戸医療センター 中村 公治郎 

17：45～17：50 閉会の辞：総括 

京都大学 肝胆膵･移植外科 教授 波多野 悦朗 

 

主催：京都肝胆膵外科セミナー／共催：株式会社メディコン（BD）／後援：京都大学外科交流センター 


